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✧ インドネシア気象地象物理庁の気候変動対策能力強化研修を実施 
 
 気候変動が地球規模の環境問題として取り上げられ、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

が 1990 年に第一次報告書により警鐘を鳴らしてから 20 年以上が経過しました。現在、第 5 次報

告書の策定が進められているところですが、開発や発展の著しい途上国では、水資源の有効利用

や食糧生産計画の背後にある問題として、深刻に受け取られています。 

 インドネシア国では、気候変動の影響とみられる年間降雨パターンの変化が見られており、と

くに赤道以南の地域では、乾期の長期化と降雨量の減少、雨期の短期化と集中豪雨の増加等の現

象が顕著になり、今後、気候変動リスクが高まると予測されています。 

 日本政府は JICA の支援を通し、気候変動対策の政策立案およびその基礎となる情報整備に係る、

インドネシア国政府の主要官庁および地方政府の能力強化を目的とし、2010 年 10 月から 5 年間

の期間で「インドネシア気候変動対策能力強化プロジェクト」を実施しています。 

 このプロジェクトの中で、「気候変動への脆弱性評価」を担当するのがインドネシア気象地象物

理庁（BMKG）で、気候変動予測と検証および適応能力の評価に関する関係機関の能力強化を図り、

脆弱性評価に係る能力強化に貢献することを目的に、今回 BMKG の担当職員 8名を招き、本邦にお

ける研修を 9月下旬から約 5週間にわたり実施しました。 

 研修は、①日本の研究機関での研修、②農業施設や研究施設の見学、③気象研究所 GCM からの

ダウンスケールと脆弱性検討の実習、の 3部で構成しました。 
 

①日本の研究機関での研修 

  各研究機関のご厚意とご協力を得て、以下の機関で研修を実施しました。 

   ・気象研究所 

   ・独立行政法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

   ・独立行政法人農業環境技術研究所（NIAES） 

   ・筑波大学 

   ・独立行政法人土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM） 

 

②農業施設や研究施設の見学 

  各機関のご厚意とご協力を得て、以下の機関で施設見学を実施しました。 

   ・NOSAI 中越（日本米作地の現地視察） 

   ・気候変動解析施設（スーパーコンピュータ「京」：理化学研究所） 

   ・京都大学宇治川オープンラボラトリー 

 

③気象研究所 GCM からのダウンスケールと脆弱性検討の実習 

  最終成果目標である「脆弱性評価のガイドライン」と「脆弱性マップの作成」のために必要 

 な技術を、具体的な事例を用いて解析するための実習を実施しました。 

   ・気象研究所の気候モデル GCM データのハンドリング・気象データの抽出 

   ・脆弱性評価のインデックスの計算 

   ・農業生産データとの相関解析 

   ・過去の再現、近未来の予測、将来の予測 
 



 

 

 

 短期間の本邦研修で脆弱性評価に関る全ての技術が習得されることはありませんので、引き続

き、短期間のインドネシア現地での研修等を実施し、フォローアップを継続する予定です。 
 

（気象業務支援センター振興部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     JICA つくば研修センターでの講義     理化学研究所(スーパーコンピュータ「京」)の見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
BMKG 研修員と研修関係者 


